
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０日（木）に新入生歓迎会が行われました。２・３年生が新

入生に対して、委員会活動や部活動の説明を行い、青嵐中学校で

の集団生活に早く慣れてもらうことが目的でした。各部活紹介

では工夫を凝らした紹介で、一年生もとても楽しんでいる様子

でした。上級生、先輩としてあるべき姿を見せられたと思いま

す。「一生懸命がカッコイイ」ということを、様々な場面で伝え

ていきましょう。 

来週の予定   

 

 

 

 

 

 
 

日にち  予 定 

４月２１日 月 ①～⑥通常授業 全校朝礼 ミニ面談始 

４月２２日 火 ①～⑥通常授業 尿検査（一次予備） 

４月２３日 水 ①～⑤通常授業 職員会議 

４月２４日 木 ①～⑥通常授業 耳鼻科検診 

４月２５日 金 ①～⑥通常授業  

４月２６日 土 ①～⑤学校公開 セーフティ教室 保護者会 弁当持参 
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『二年生になって』 A組 N R 

「二年生になったら本気出す」 

一年生で途中からダラけ始めていた僕は、この言葉をよく使っていた。二年生になって、不安なこ

とがたくさんある中で、どこまでできるかわからないが、この場を借りて整えていきたいと思う。 

まず、一つ目は勉強だ。例の言葉は主に勉強を本気でやる、という意味で使っていた。どういう風に

本気を出すのかというと、まずは、毎日（平日）のその日に習ったことの復習だ。これは、最低限やり

たいというものだ。次に、やれたらうれしいというもので、週末に、平日に復習したものをもう一度復

習する、というものだ。最後に、やれたらすごいというもので、月末にその一ヶ月の復習をするという

ものだ。 

二つ目は委員会だ。今年の前期は学級委員になれた。学級委員になったのも、その「二年生になった

ら本気出す」という言葉と関係がある。昨年は、委員会に入っていなかったから、二年生で変わるため

に、学級委員に入ったのだ。学級委員になったからには、ダラけていられないから、まずは時間を守る

ということから始めたいと思う。時間を守るためには、その日のことをしっかりと確認することが必

要だ。 

「二年生になったら本気出す」という言葉に対してできることで今わかるのは、「毎日の勉強」と「時

間を守る」ということだ。まずはこの二つから始めていきたい。 

野球部によるダンスの発表！？！？ 


